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もんじゅにおいては、蒸気発生器伝熱管からの万一の水リークのとき、水リークが拡大する前に 2 次ナ

トリウム中の水素濃度変化を早期に検知し、対応することが重要である。そのためには、通常運転時にお

ける水素濃度を把握する必要がある。本報告では、2016 年秋の大会において発表したコールドトラップの

純化効率の評価を用いて、1995 年性能試験データから拡散水素量を推定し、通常運転時の２次系ナトリウ

ム中の水素濃度について予測を行った。 
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1. 緒言 

もんじゅは性能試験以降、水・蒸気系の運転がないことから、約 20 年間蓄積したコールドトラップの運

転データは、伝熱管からの拡散水素がなく変動の少ないデータであった。前回は、これを用いて２次ナト

リウム純化系コールドトラップの純化効率（η）を精度良く評価した。今回は、この評価結果および原子炉

を 40％出力まで上げ、蒸気発生器まで通水し、伝熱管からの拡散水素がある状態の 1995 年性能試験データ

を用いて、下記の評価を行った。 

2. 検討内容 

水素濃度が上昇または下降したときのデータについて、9 つのケースに分け評価を実施した。拡散水素量

の評価のため、2016 年秋の大会において発表したコールドトラップの純化効率η＝0.85 を用いて、アレニ

ウス型の評価式を導出し、100%出力運転時における拡散水素量および定常運転中のナトリウム中の水素濃

度について予測した。 

3. 結言  

得られた評価式を図に示す。40％出力運転時の

もんじゅの蒸発器における拡散水素量（St）は約

1.6×10-11（g/cm2/sec）であった。また、蒸気発生

器出入口のナトリウム平均温度（Tav）と拡散水素

量の関係を示す評価式から 100％出力での拡散水

素量は約 2.3×10-11（g/cm2/sec）であり、通常運転

中のナトリウム中の水素濃度は 165ppb と予測で

きた。本評価結果を、水リーク時に適切に対応す

るための知見の１つとするとともに、次世代炉の

水素計やコールドトラップの設計に反映する。 
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